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ニホンナシでは樹の老木化に伴い生産力の低下が著しく，幼木への改植が重要な課題に
なっている．しかし，改植した幼木は生育が不良になることが多く，原因の一つとしてい
や地現象の発生が指摘されている．本研究では，いや地現象の発生を明らかにするため，
栽培跡地に苗木を定植し，生育を調査した．その結果，生体重は新土区に比べ‘幸水’が
64％，‘あきづき’が 25％となり，生育が抑制された．跡地土壌を分析した結果，土壌の化
学性および硬度には違いがなかった．また，土壌消毒の効果もないことから，土壌病害虫
の関与は小さいと考えられた．これらのことから，ニホンナシの栽培跡地ではいや地現象
が発生することが明らかになり，その発生程度は品種間で差があることが示唆された．次
に，栽培跡地の土壌をポットに充填し，‘あきづき’など 4品種の苗木を定植した結果，‘あ
きづき’では樹の生育が他の品種よりも大きく抑制された．  
いや地現象の軽減を図るため，植え穴に客土したところ，樹の生育は新土に植えた場合
と同程度となった．さらに，客土に加えて幼木の株元をマルチ処理することによって，定
植 1，2年目ともに新梢生育が客土単独よりも増大した．  
改植や新植が進まない原因の一つに，苗木を定植してから結実するまで 7～8年と長期間
を要することも大きいため，本研究では生育促進技術を開発した．まず，マルチ処理は新
梢の発生本数や総伸長量を 2 倍程度に増大させ，主枝や主幹径など樹全体の生育が増大す
る効果があった．マルチ処理で生育促進される要因は，地温上昇とそれに伴う硝酸態窒素
の溶出増大により，細根や新梢が増大し，同化産物や養水分の吸収が多くなった結果，樹
の生育が向上したと推察された．また，シアナミド剤の散布は，葉芽の発芽率が向上し，
新梢生育も増大させる効果が認められた．なお，シアナミド剤は散布時期が重要なため，
アメダスデータから散布適期を算出できるシステムを開発した．さらに，既存の早期成園
化技術である大苗に点滴かん水やマルチ処理を行った結果，新梢生育や樹冠が無処理区に
比べ増大した． 
開発した生育促進技術を生産者の圃場で実証した．その結果，マルチ処理を行った樹の
生育は無処理区に比べ増大し，それに伴い着果数や収量も増加した．さらに，シアナミド
剤の散布による生育促進効果を検証したところ，発芽率の向上や新梢生育の増大が実証さ
れた. 
以上の結果から，本研究では，ニホンナシの改植時に発生するいや地現象に関する知見
を明らかにするとともに，その軽減対策や定植後の生育促進技術を確立し，早期成園化を
促進するために体系化した． 
 
